
平成 年度

　 ■ ■ ■ 一般財源 □ 補助金等 □ 負担金

年度 年度 年度 年度 年度

□ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

□ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

□ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1

□ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1

□ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1

□ □ ■ □ ■ □
【評価点数】

５　：　十分できている　　４　：　できている　　３　：　ほぼできている　　２　：　あまりできていない　　１　：　できていない
【総合評価ランク】

Ａ　：　86点以上 優れた取組が多く、十分に成果が上がっている
Ｂ　：　71～85点 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている
Ｃ　：　56～70点 一定の成果は上がっているが課題もあり、更なる取組によって上位を目指すことが必要である
Ｄ　：　41～55点 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多く、更なる改善が必要である
Ｅ　：　40点以下 成果がほとんど上がっておらず、抜本的な見直しが必要である

◎外部評価委員の評価・意見等

① □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
② □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
③ □ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1
④ □ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1

実績 人 8 7

団体等のボランティアに協力してもらうことにより、コストの縮減が図られている。しかし、青少年及び家庭教育に関する
事業にそれぞれ独自の組織が立ち上がり、同種類の案件を複数の組織で進めているようなこともある。事務の効率化
のために、事業の整理とともに組織の整理が必要。

7 7

勤労青少年ホームの各講
座、クラブ・サークル数

目標

合計
17 68

ﾗﾝｸ
/25 /100

100点
換算

□ 2 □

Ｃ

4 ■ 3 □

特定財源

1

成果が十分に上がっているか

・青少年健全育成を進めるための手法として、事業奨励補助金制度を活用して地域で積極的な育成活動の取り組み
が見られ一定の成果は見られたが、単発の事業費補助の要素が強く、より効果的な活用について検討が必要。
・青年活動の成果については、平成23年３月の勤労青少年ホームの閉館が決まり、利用者の団体離れが加速した。停
滞する青年活動を見限るのではなく、平成23年度は時代にあった青年活動についての再考が必要。

体験学習やスポーツなど、子どもたちの健全育
成のために活用された。

□ 53 効率性 3 ⑤

1 必要性 8 ・先輩方を見て、若い人たちが頑張るように出来れば良い

2 有効性 6

評価項目 点数 判　　　定 点検・評価に関するコメント

総
合
評
価

合計

68 Ｃ
/100 質的向上

/25

ｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ 検証 現状維持

17 ﾗﾝｸ
（Ａ～E)

事業の今後
の 方 向 性

拡充

「滝川遊学会」は、構成団体がそれぞれ事業を実施していることから「滝川遊学会」という
組織・冠が必要なのか再考し、わかりやすい事業体系をつくる。
児童・生徒を対象とした事業について、児童館や団体とも連携し、一括して情報をまと
め、発信する体制の整備を行う。
青年活動については、青年同士のネットワークを重点に時代を見据えた手法で個々を
つなぎ、情報交換のなかから行動が生まれる取り組みを柱に進めていく。

縮小・統廃合

100点
換算

2 有 効 性

6
目的に照らして効果的な手法であるか

3 効 率 性

3 費用と成果のバランスは適正か

↓

1 必 要 性

8
市民ニーズや社会情勢に適合しているか

実施主体は適切か（民間、国・道が実施すべき事業ではないか）

・青少年の放課後などを利用した体験活動は、地域の大人と関わる時間でもあり、地域の子育て力の強化の観点から
も社会情勢に適合していると評価する。
・青少年事業の実施には、ボランティアグループや青少年育成会などが関わり、実施主体は適切と評価する。

評価項目 点数 判　定　及　び　説　明　・　考　察

実績

目
標
と
実
績

4

区　　　　　　分

目標

目標
実績

Ｈ２３年度の目標値は、青年交流プラザで情報
交換を行う市内青年団体数とする。

7 10

800

千円 443 640 463 629

600
奨励事業補助(金額)2

人 176 148

3

実績
1

270

257

260

6,549

実績の評価H22 H23単位 H19 H20 H21

滝川遊学会・元気に遊
ぼうの参加者

目標

258

開始年度

うち一般財源 9,279 5,143

事業費（千円） 5,1435,202 6,5499,279

5,202

事
業
費

区　　分 19 20 21

委託

目　　　的

事業内容

主
要
事
業
の
概
要

根拠法令等

実施方法 直接

10回の事業を実施。特にボランティアグループ「元
気応援団」の支援が大きく、地域に根差した活動と
なった。

所　　属 社会教育課
職・氏名 課長　竹谷和徳

―

22

青少年の各成長段階に応じた各種学習機会の提供、発表や活躍の場の創出、青少年育成活動や事業へのサ
ポート等を通じて、青少年に豊かな社会性と人間性を育むことを目的とする。

1,452

1,452

23 特　記　事　項

H23年３月をもって勤労青少年ホーム閉
館（Ｈ２２ホーム予算：4000千円）

１．子どもの元気応援団等の支援による滝川遊学会事業の実施
２．青少年育成関係団体の育成、支援および連携を図った事業の充実
３. 勤労青少年ホームを拠点とした青年活動の支援

22 事務事業に関する点検・評価シート 事業番号 2-1-2

事業名 青少年活動の推進 評価実施者


